
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

七

一

号

日
本
が
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
協
力
す
る
理
由
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

逢

坂

誠

二
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日
本
が
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
協
力
す
る
理
由
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
一
九
九
二
年
六

月
、
国
際
平
和
協
力
法
を
制
定
し
、
国
連
を
中
心
と
し
た
国
際
平
和
協
力
（
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
の
た
め
に
努
力
し
、
人

的
、
物
的
な
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
わ
が
国
の
要
員
の
活
動
は
、
専
門
性
に
富
み
、
規
律
正
し
く
、
信
頼
性
の
高
い
も

の
と
し
て
、
国
連
や
受
入
れ
国
な
ど
の
国
際
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
施
の
理
由
に
つ
い
て
疑
義
が

あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
、
世
界
で
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
国
や
地
域
は
、
ス
ー
ダ
ン
、
リ
ベ
リ
ア
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
西
サ

ハ
ラ
、
チ
ャ
ド
・
中
央
ア
フ
リ
カ
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
コ
ソ
ボ
、
グ
ル
ジ
ア
、
キ
プ

ロ
ス
、
レ
バ
ノ
ン
、
中
東
と
認
識
し
て
い
る
が
、
政
府
の
把
握
状
況
と
齟
齬
が
な
い
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

世
界
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
う
ち
、
現
在
、
日
本
か
ら
要
員
を
派
遣
し
て
い
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
明
示
さ
れ
た
い
。

三

世
界
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
う
ち
、
現
在
、
日
本
か
ら
要
員
を
派
遣
し
て
い
な
い
も
の
の
、
何
ら
か
の
形
で
関
与
を
し
て
い
る

Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

日
本
が
ど
の
地
域
の
い
か
な
る
様
態
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
参
加
す
る
の
か
、
そ
の
判
断
基
準
に
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
。
あ

一



る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

五

日
本
が
関
与
し
な
い
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
が
あ
る
中
で
、
な
ぜ
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
日
本
が
参
加
す
る
の
か
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

中
国
は
国
連
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
団
に
文
民
警
察
官
を
含
む
要
員
約
三
千
人
を
派
遣
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
中

国
の
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
国
連
へ
の
協
力
活
動
と
し
て
の
人
的
派
遣
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
政
府
の
把
握
状
況
を
具
体
的
に

示
さ
れ
た
い
。

七

ア
フ
リ
カ
に
は
国
連
加
盟
国
の
約
二
十
八
％
に
あ
た
る
五
十
三
カ
国
が
あ
り
、
そ
の
強
い
支
持
を
得
る
こ
と
は
、
安
倍
政

権
の
進
め
る
日
本
の
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
入
り
を
進
め
る
た
め
に
は
不
可
欠
と
の
指
摘
が
あ
る
。
平
成
二
十
八
年
八

月
二
十
七
日
、
ケ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
で
、
安
倍
総
理
は
常
任
理
事
国
入
り
を
念
頭

に
、
「
二
〇
二
三
年
ま
で
に
、
ア
フ
リ
カ
は
、
常
任
理
事
国
を
送
り
出
し
て
い
る
べ
き
で
す
。
国
連
安
保
理
の
改
革
こ
そ

は
、
日
本
と
ア
フ
リ
カ
に
共
通
の
目
標
で
す
。
達
成
に
向
け
と
も
に
歩
む
こ
と
を
、
皆
さ
ま
に
呼
び
か
け
ま
す
」
と
表
明
し

た
も
の
の
、
中
国
の
国
営
メ
デ
イ
ア
は
、
日
本
は
第
二
次
大
戦
の
侵
略
国
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
侵

略
し
、
野
蛮
な
植
民
地
支
配
を
し
た
。
日
本
は
国
連
憲
章
の
定
め
る
「
旧
敵
国
」
だ
。
常
任
理
事
国
入
り
す
る
資
格
を
持
た

二



な
い
旨
、
批
判
的
に
報
じ
た
。
政
府
が
現
地
情
勢
の
不
安
定
な
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
要
員
を
積
極
的
に
派
遣
す
る

の
は
、
ア
フ
リ
カ
で
中
国
が
持
つ
政
治
的
影
響
力
に
対
抗
し
、
日
本
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
側
面
を
持

つ
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

右
の
問
に
関
し
て
、
日
本
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
国
際
的
影
響
力
の
拡
大
は
、
安
倍
総
理
が
強
く
望
む
日
本
の
国
連
安
保

理
の
常
任
理
事
国
入
り
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


